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主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

○ 4 23 0 9 5 0 ◎ 4 35 3 10 6 1

○ 5 13 3 2 0 5 ○ 5 17 4 2 1 0

◎ 6 10 0 4 2 4 6 0 0 0 0 0

7 0 0 0 0 0 7 11 0 4 3 4

8 0 0 0 0 0 ○ 8 4 0 1 2 3

9 2 0 0 2 1 9 0 0 0 0 1

10 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1

○ 11 13 3 2 0 5 11 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 ○ 12 4 0 1 2 3

○ 13 0 0 0 0 2 13 0 0 0 0 0

14 2 0 1 0 2 14 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 ○ 15 2 0 1 0 1

16 0 0 0 0 0 16

17 0 0 0 0 0 17

18 3 1 0 0 1 18

66 7 18 9 73 7 19 14

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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宇部商 66 73

両チームともハーフのマンツーマンでスタート。宇部商＃6ジャンプシュートで先制し＃4のゴール下や＃5
の3Pでリードする。徳山商は攻め手に欠き苦しい展開となるが＃4のリバウンドやステップインで息をつな
ぐ。怪我で控えに回っていた＃7を投入。＃7は得点に絡み、宇部商に離されそうなところを食らいついていっ
た。21-20宇部商リードで1Qを終了する。2Q宇部商は長身の＃6を外に出し＃4を飛び込ませるオフェンスを展
開し着実に得点。一方徳山商は1Q同様＃4が得点の中心になるもそこ以外の得点がなく、ディフエンスでなん
とか踏ん張るも41-31と宇部商リードで前半終了。3Q徳山商はカウント後の1-2-2ゾーンプレスから3-2のゾー
ンとマンツーマンを併用したチェンジングディフエンスを敷く。これで宇部商の攻撃のリズムが狂ったか得点
がとまる。徳山商は従来のモーションオフェンスに変更し動きが良くなりオフェンスリバウンドも支配。宇部
商の得点が止まりついに54-57と徳山商が逆転し運命の４Qを迎える。徳山商は3Q同様ハーフの3-2ゾーンとマ
ンツーマンを併用する。宇部商はこれを攻めあぐみ苦しい展開。徳山商は＃4＃5の得点にオフェンスリバウン
ドの頑張りが絡み得点差を広げる。宇部商は残分6、54-62でタイムアウトを取り2-2-1ゾーンプレスで勝負に
出る。ここからお互い死力を振り絞った戦いを演ずるも徳山商が年間ランキング２位の意地を見せ66-73で粘
る宇部商を振り切った。
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